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＜重点施策＞ 
施策３１ 国際化の推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

【施策の目的、課題と展開の方向性】 

今、世界は大きな転換点にあります。２０世紀型の価値観から、２１世紀型の価

値観への転換が必要になっており、地域においても変革が求められています。また、

人やモノ、情報などの国境を越えた相互交流が加速化し、経済、文化、教育など多

くの分野で国際化が急速に進展する中、個人や地域が世界の動きに直結し、個人や

地域の活動が世界に影響を及ぼす時代になっています。 

このような状況の中、平和、環境、人権、貧困などの問題は、国境を越えて広く

地球規模の課題となっており、これらの課題の解決には、国家社会が共同して取り

組むことが求められているとともに、地域の果たす役割はますます高まり、その重

要性が増しています。一方、外国籍県民＊は急速に増加しており、共生社会の構築に

向けた地域社会づくりが求められています。更に、産業の育成等を通じ、グローバ

ル化に対応した活力ある千葉県づくりが求められています。 

このため、千葉県では、日本の空の玄関である成田空港を有していることなどの

優位性や、地域の特性を生かしながら、県民の皆さん一人ひとりの視点にたった、「千

葉らしさ」にあふれた国際関係事業を今後総合的、戦略的に展開する必要があり

ます。 

 また、急速にＩＴ化が進展し、千葉県が直接世界と向き合う中で、物流や観光

などの産業振興に直結する政策はもとより、本県の特性を最大限活かした国際教育

や文化交流などを推進し、あらゆる県民生活の分野において、ゆるぎない世界の中

の千葉を創造します。 

１５年度においては、以下の３つの戦略的・重点的な施策展開を図ることとし、

県と県民が協働して国際化に取り組みます。 

Ⅰ 県民をはじめＮＰＯ･ＮＧＯ＊や民間交流団体、ボランティア、企業などが主役

となって、自立的な国際交流・協力活動などが積極的に展開され、世界からの人々

や企業と、国籍や習慣、文化などによる多様性を尊重しながら共生する千葉県を

目指します。 

Ⅱ 千葉県のアイデンティティを確立し、これまでに蓄積された技術やノウハウを

生かし、国際社会に貢献する千葉県を目指します。 

Ⅲ 国際競争力をもつ産業の育成・誘致や国際的な観光・コンベンションの振興、

国際物流機能の強化などを通じ、グローバル化に対応した活力ある千葉県を目指

します。 

 これらの展開に当たっては、関係部局等が連携し、一体となって取り組むととも

に、県民の積極的な参加を促し、その効果を高めていきます。 
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＊ 外国籍県民：千葉県に居住している外国人。外国人登録者を目安としている。 

 
＊ ＮＧＯ：「非政府組織」又は「非政府団体」と訳されている。民間による非営利団体を指し、「政
府」ではないことを強調した言葉。「ＮＰＯ」と言葉としての意味合いは大きな違いはないが、特に

日本では、国際的な活動を行う団体をＮＧＯと呼ぶことが一般的である。Non Governmental 
Organization の略。 

 

＜戦略的・重点的施策展開＞ 

 

 

  

 

 

 

【重点事業】 

     ○国際交流・協力活動ネットワークの推進（政策調整課） 

地域ごとの国際交流・協力活動に係る一般県民、ＮＰＯ・ 

ＮＧＯ、民間交流団体、国際交流協会、外国籍県民等の相互の情

報交換、情報の共有化を図り、県民が主体となった国際交流・協

力活動を推進するため、複数の地域でタウンミーティングを行い

ます。 

  

○県民主体による交流事業の促進（政策調整課・県民生活課） 

「米国ウイスコンシン州との姉妹州交流事業」、「日米草の根交

流サミット（千葉大会）」、「千葉・アセアンＮＰＯ・ＮＧＯセミ

ナー」において、ＮＰＯ・ＮＧＯ、ボランティア、地域住民など

県民が主体となった国際交流を促進します。 

  

○外国籍県民が住みやすい千葉県を目指すための指針づくり 

       （政策調整課・関係各課） 

有識者による懇話会、外国籍県民等による意見交換会を開催し、

人権、医療、保健・福祉、教育等諸施策の連携を図りながら外国

籍県民が住みやすい指針づくりを行います。 

               

○ＪＩＣＡ経験者等とのネットワークの確立（政策調整課） 

       ＪＩＣＡ（国際協力事業団）経験者（青年海外協力隊、シニア

海外ボランティア）等について、県民への国際理解の普及、外国

Ⅰ 県民をはじめＮＰＯ・ＮＧＯや民間交流団体、ボランティア、企業など

が主役となって、自立的な国際交流・協力活動などが積極的に展開され、

世界からの人々や企業と、国籍や習慣、文化などによる多様性を尊重しな

がら共生する千葉県を目指します。 
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籍県民への支援等、その豊富な海外生活を最大限活用するため、

市町村、学校、地域国際交流協会等のニーズを把握しながら、千

葉県国際交流センターと一体となって全県的な情報ネットワー

クを確立します。 

 
○留学生、外国人研究者等と一体となったコミュニティづくり 

（政策調整課・総合計画課） 

       留学生、外国人研究者等がそれぞれの地域において、地域住民

と交流が図られ、良好なコミュニティの中で生活できるよう、地

域ごとのニーズを踏まえ、大学、地元市、関係機関、ＮＰＯ等と

連携したネットワークづくり等を目指します。 

当面、産業（知的）クラスター＊の形成を目指す東京大学柏キ

ャンパス周辺地域を中心に、その推進を検討します。 

 
＊ 産業（知的）クラスター：特定分野における関連企業、大学・研究機関などが

地理的に集中し、競争しつつ、同時に協力関係にある産業集積群のこと。関連産
業間の技術や人材等の相互活用により、新産業創出の拠点としての役割が期待さ
れる。 

 

（この事業は「施策２８つくばエクスプレス沿線新都心のまちづくりと

産業拠点の形成」にも掲載しています。） 

 

 

 

 

 

【重点事業】 

○国際的な人材の育成（政策調整課・指導課・文化財課） 

外国語教育の充実、海外勤務経験者等を活用した県民の国際理

解の充実等国際的な教育を推進するとともに、ちば文化の普及を

行い、関係機関と連携を図りながら、世界に通用する国際的な人

材の育成を図ります。 

       

○国際教育環境等の整備（政策調整課） 

      増加する外国籍県民の子弟に対応するとともに、国際的なビジ

ネス支援に資する教育環境基盤の充実を図るため、構造改革

特区＊の活用も検討しながら、インターナショナルスクール＊の

Ⅱ 千葉県のアイデンティティを確立し、これまでに蓄積された技術やノウ

ハウを生かし、国際社会に貢献する千葉県を目指します。 
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効果的な立地促進方策の検討を行います。 

      また、併せて暮らしやすい住宅、教育、医療、レクレーション 

     等外国人にとって魅力ある環境づくりの検討を進めます。 

        
＊ 構造改革特区：地域の特性に応じて、規制の特例を導入する特定の区域を設け、

当該地域での構造改革を実施するもので、地域特性の顕在化や、地域特性に応じ
た産業集積や新規産業の創出等により、地域の活性化を図ろうとするもの。 

 

＊ インターナショナルスクール：国籍を問わず、あらゆる国の子女を対象とし、
主に英語を教育言語として用いる学校。 
 

○三番瀬を活用した国際社会への貢献（政策調整課） 

三番瀬再生計画検討会議（通称：三番瀬円卓会議）と連携を図

りながら、海外との情報交換等を行い、また、その取り組みの手

法等についてインターネット等を通じ海外への情報発信を行い、

国際社会への貢献を目指します。 

 

○千葉県からの情報発信（政策調整課・関係各課） 

千葉県が世界に誇れる政策、技術、文化等について、過去から

の蓄積を活用し、またＮＰＯ・ＮＧＯ等の県民の意見を聴き、更

に外国籍県民の視点を取り入れながら、その取りまとめを行い、

ホームページ、在外日本大使館、海外関係機関、各国大使館、国

連等の国際的な会議等を活用しながら世界に向けて発信します。 

 

 

 

 

 
 

【重点事業】 
○国際ビジネス支援事業（経済政策課） 

       経済活動のグローバル化が進む中で、実務経験豊かな海外取引

アドバイザーによる相談業務を実施するほか、商社ＯＢ等で組織

するＮＰＯとの連携のもと、中小企業のニーズや活動段階に応じ

た海外への販路開拓・事業展開を支援し、中小企業の国際ビジネ

ス展開を図ります。 
 
（この事業は「施策２４中小企業の活性化」、「施策２９複合機能都市『幕
張新都心』の形成」にも掲載しています。） 

Ⅲ 国際競争力をもつ産業の育成・誘致や国際的な観光・コンベンションの

振興、国際物流機能の強化などを通じ、グローバル化に対応した活力ある

千葉県を目指します。 
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○戦略的な企業誘致活動の推進（産業振興課） 

       外国経済団体と連携した誘致活動の推進や、１４年度に設置し

た外資系企業スタートアップセンターによる外資系企業の支援

等を行い、外資系企業誘致の一層の促進を図ります。 

 

（この事業は「施策２３ ２１世紀型産業の創出・育成」にも掲載して

います。） 

 

○成田空港の魅力アップの推進（空港地域振興課 

・観光コンベンション課・道路計画課・道路建設課） 

       成田空港の国際空港としての機能充実や県内観光地へのアク

セスの改善を促進します。また、外国人の受入体制として、成田

空港第１・２旅客ターミナルにおける外国人への案内、観光情報

提供、観光ボランティアの育成、みやげ店、飲食店等での料金割

引制度（ウエルカムカード）の充実を図ります。 

 

（この事業は、「施策２６産業の柱としての新たな観光の展開」にも掲

載しています。） 

 

○外国人の誘客促進（観光コンベンション課） 

       海外の観光雑誌社やテレビ局を招聘し、海外旅行雑誌への掲載

やテレビ放映によるＰＲ、海外エージェントと観光業者との商談

会等を実施します。また、千葉県、東京都、神奈川県、埼玉県の

１都３県が連携・協力し、広域的な観光ルートの設定や受入れ基

盤の整備を進め、海外からの観光客の誘致を図ります。 

 

（この事業は、「施策２６産業の柱としての新たな観光の展開」にも掲

載しています。） 

 

○構造改革特区を活用した産業クラスター形成促進 

       かずさ地域、柏・東葛地域、千葉地域における知的集積や産業

集積を生かして、バイオやナノテクノロジー＊を中心とした研究

開発の加速化と新たな産学官連携による２１世紀型産業の創造

に必要な規制改革を進め、技術革新の加速化とその成果による地

域経済の活性化を促進します。 

      また、成田空港周辺地域における国際物流機能の高度化に必要
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な規制緩和を進め、成田空港の機能を最大限に活用した産業集積

を促進します。 

 
＊ ナノテクノロジー：ナノ（十億分の一）程度の微細な大きさを扱う技術の総称。

加工や計測だけでなく、新素材の開発を含む各分野に応用範囲が広い。 

 

参考       産業クラスターの形成促進 
地 域（構造改革特区）      関連する重点施策  推進すべき重点分野 

かずさ地域 

（新産業創出特区） 

施策３０ 

「国際的サイエンス・パーク「かずさ」の形成」 

ライフサイエンス 

柏・東葛地域 

（新産業創出特区） 

施策２８ 

「つくばエクスプレス沿線新都心のまちづくりと産

業拠点の形成」 

ライフサイエンス 

ナノテクノロジー 

ものづくり技術 

千葉地域 

（新産業創出特区） 

施策２９ 

「複合機能都市「幕張新都心」の形成」 

ＩＴ 

ライフサイエンス 

成田空港周辺地域 

（国際空港特区） 

施策２７ 

「成田空港とアクセス整備と国際空港都市づくり」 

国際物流産業 

京葉臨海地域 
施策１７ 

「資源循環型社会システムの構築」 

環境関連産業 

 

 

 

施 策 の 目 標 

県民主体 
国際交流・協力活動に対して意欲のある県民が、活き

活きと活動できる環境の整備を目指します。 

外国籍県民に 

住みやすい 

千葉県の実現 

外国籍県民が住みやすい千葉県の実現を目指し、外国

籍県民の人権、医療・保健・福祉、教育等についての

指針を作成します。 

国際的な 

人材の育成 

英語によるコミュニケーション能力を高めます。ま

た、国際理解の教育を推進します。 

千葉県からの 

情報発信 

千葉県が世界に誇れる政策、技術、文化等について、 

その情報発信を進めます。 

経済活動の展開 
国際競争力をもつ産業の育成・誘致を図ります。また、 
国際的な観光の振興を図ります。 

 


